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歳
出
決
算
を
性
質
別
で
み
る
と
、
消

費
的
経
費
に
お
い
て
は
、
扶
助
費
が
生

活
保
護
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
物
件

費
そ
の
他
が
中
小
企
業
金
融
対
策
預
託

金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
ま
た
給
与
費

も
勧
奨
退
職
の
実
施
に
伴
う
退
職
手
当

の
増
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度

を
上
回
る
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。
投

資
的
経
費
は
、
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修
の
終
了
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。
公
債

費
は
減
少
し
た
も
の
の
、
義
務
的
経
費

の
割
合
は
、
な
お
50
％
を
超
え
て
お

り
、
本
市
の
財
政
構
造
は
、
依
然
と
し

て
硬
直
し
た
状
態
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
目
的
別
で
は
、
社
会
福
祉
費
が

生
活
保
護
費
な
ど
の
増
加
で
、
ま
た
、

産
業
経
済
費
が
中
小
企
業
金
融
対
策
預

託
金
の
増
加
に
よ
り
、
三
年
連
続
し
て

大
幅
に
増
加
。
さ
ら
に
総
務
費
そ
の
他

も
勧
奨
退
職
の
実
施
に
伴
う
退
職
手
当

の
増
に
よ
り
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

財
政
の
現
況

　

京
都
市
財
政
の
現
況
は
、
平
成
十
八

年
度
予
算
に
お
け
る
財
源
の
不
足
額

が
、
二
百
二
十
六
億
円
も
の
多
額
に
上

り
、
引
き
続
き
財
政
非
常
事
態
に
あ
る

こ
と
に
加
え
、
普
通
地
方
交
付
税
の
算

定
額
が
前
年
度
か
ら
大
幅
な
減
収
と
な

る
な
ど
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況

は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
民
党
市
議
団
は
、
こ
れ
か
ら
も
安

定
的
で
持
続
可
能
な
財
政
の
確
立
へ
向

け
「
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
」
及
び
「
市

政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
く
取

り
組
み
を
一
層
強
力
に
推
進
す
る
こ
と

を
訴
え
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
歳
入
決
算
は
、
市
民

税
法
人
分
が
、
特
に
大
企
業
の
好
調
な

業
績
を
反
映
し
大
幅
増
と
な
っ
た
ほ

か
、
市
民
税
個
人
分
が
八
年
ぶ
り
の
増

収
と
な
り
、
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
、

新
築
家
屋
の
増
加
に
よ
り
、
四
年
ぶ
り

に
増
収
に
転
じ
、
市
税
収
入
全
体
と
し

て
も
前
年
度
比
５
・
３
％
増
（
百
二
十

二
億
円
）
と
四
年
ぶ
り
に
前
年
度
を
上

回
っ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
五
年
ぶ
り

に
実
質
収
支
が
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、市
税
徴
収
率
は
、前
年
度
を
０・

７
％
上
回
る
96
・
6
％
と
し
、
政
令
指

定
都
市
中
第
二
位
を
維
持
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
は
、
市
税
収
入
が
四
年
ぶ

り
に
増
加
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
、
前
年

度
に
引
き
続
き
増
加
い
た
し
ま
し
た
。

依
存
財
源
も
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
う

所
得
譲
与
税
の
増
に
よ
る
地
方
譲
与
税

の
増
加
に
加
え
、
地
方
交
付
税
も
増
収

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
で
は
前
年

度
か
ら
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
の
決
算
額
は
、
地
方
交
付
税
の

代
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の

大
幅
な
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
引

き
続
き
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
決
算
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平
成
　
年
度
決
算

市　税
2,420.59
（35.5％）

使用料・手数料
195.94（2.9％）

財産収入その他
923.64（13.6％）

国・府
支出金
　　1,123.78
　　　（16.5％）

地方
交付税
958.03

（14.1％）

地方特例
交付金
78.20（1.2％）

地方譲与税・
府税交付金その他
370.25
（5.4％） 市　債

733.73
（10.8％）

自
主
財
源

依
存
財
源

（52.0%）（37.2%）

市民税個人分　　
668.95　　
（27.6％）

市民税
法人分
321.85

（13.3％） 市民税
990.80

（40.9％）

固定資産税
　1,024.86
　　（42.3％）

都市計画税
228.41  
（9.4％）  

事業所税
66.31（2.8％）

市たばこ税その他  
110.21（4.6％） 

歳入決算
6,804億1600万円

市税決算内訳
2,420億5900万円

（単位：億円）

一般会計歳入決算

社
会
福
祉
費
も
伸
び

市
税
４
年
ぶ
り
増
収

一般会計歳出決算

経費性質別
6,715億6500万円

給与費
1,300.91
（19.4％）

扶助費
1,339.54
（19.9％）

物件費その他
1,404.51
（20.9％）

投資的経費
　　840.41
　　（12.5％）

公債費
831.77
（12.4％）

繰出金
998.51
（14.9％）

行政目的別
6,715億6500万円

保健衛生費
544.59
（8.1％）都市建設費

1,231.81
（18.4％）

教育文化費　　　
　605.30
　（9.0％）　　

公債費
　841.23
　（12.5％）

産業経済費
565.76
（8.4％）

消防費
281.51
（4.2％）

総務費その他
 　　　556.35
　　　　（8.3％）　　

社会福祉費
2,089.10
（31.1％）

消費的経費（60.2%）

投資的経費（24.9%）

国民健康保険事業
1,325.67　　
（17.7％）　　

介護保険事業
793.23

（10.6％）

老人保健
1,451.05
（19.3％）

基金
654.96
（8.7％）

市公債
3181.58
（42.4％）

その他
100.64
（1.3％）

特別会計
7,507億1300万円

水道事業
546.16

（19.0％）

病院事業    
149.72 
（5.2％）

公共下水道事業
1,126.08
（39.2％）

自動車運送事業（市バス）　
287.31　 

　　（10.0％）

高速鉄道事業（地下鉄）
764.56

（26.6％）

公営企業会計
2,873億8300万円

特 別 会 計 決 算 公営企業会計決算

（単位　億円） （単位　億円）

（単位　億円）

（単位　億円）

（注）特別会計決算その他の項目
中央卸売市場第一市場 32.10／駐車場事業 21.70 ／ 土地取得 14.70 ／中央卸売市場第二市場・と畜場 7.96／ 地域水道 5.59 ／市街地再開発事業 4.95 
母子募婦福祉資金貸付事業 4.68 ／ 土地区画整理事業 3.01／京北地域水道 2.74 ／特定環境保全公共下水道 2.62 ／  農業集落排水事業 0.59

持
続
可
能
な
財
政
確
立
へ

持
続
可
能
な
財
政
確
立
へ

持
続
可
能
な
財
政
確
立
へ

17

6,804億円
6,715億円

歳入

歳出

京 都 市
　11月定例市会は、平成17年度一般会計
決算、本年度一般会計補正予算のほか、
市職員が退職後に不祥事が発覚した場合
に退職金を返納させるための市職員退職
手当支給条例改正など計60の議案を可決
し、昨年12月15日に閉会いたしました。

7,507億円 2,873億円
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（
職
員
の
不
祥
事
根
絶
に
向
け
た
職
場

風
土
の
変
革
）

　

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）
不
祥
事

の
根
絶
を
め
ざ
す
に
は
、
市
長
自
身
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
で

す
。「
甘
さ
」
を
払
拭
し
、
職
場
風
土

を
変
革
す
る
に
は
、
小
さ
な
秩
序
違
反

に
対
し
て
も
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
臨
む

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
、
管
理
監
督

職
員
の
役
割
が
大
変
重
要
に
な
り
、
問

題
意
識
を
持
ち
、
熱
心
に
取
り
組
む
人

材
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
ト
ッ
プ
が

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

こ
と
や
小
さ
な
違
反
行
為
を
ゆ
る
が
せ

に
し
な
い
こ
と
は
大
変
重
要
で
、
市
民

の
信
頼
を
損
な
う
よ
う
な
行
為
に
対
し

て
は
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
厳
し
く
対
応

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
環
境

局
な
ど
を
中
心
に
緊
張
感
が
生
ま
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
自
主
的
か
つ
責
任

あ
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
組
織
の
隅
々
に
ま
で
広
が

り
、
市
役
所
全
体
の
組
織
風
土
が
変
わ

る
ま
で
、引
き
続
き
、私
が
先
頭
に
立
っ

て「
大
綱
」に
掲
げ
る
五
十
八
の
改
革

項
目
を
着
実
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
祥
事
を
芽
の
う
ち
に
摘
め

る
か
否
か
は
、
職
場
に
お
け
る
管
理
監

督
職
員
の
指
導
力
に
か
か
っ
て
お
り
ま

す
。
意
欲
と
能
力
の
あ
る
職
員
を
積
極

的
に
登
用
し
て
実
務
経
験
を
積
ま
せ
、

新
た
に
作
成
す
る
所
属
長
の
職
員
指
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
等
に
よ
り
、
指
導

力
を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
、

管
理
監
督
職
員
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
局
全
体
で
、
そ
し
て
全
市

で
支
え
る
体
制
を
整
え
て
参
り
ま
す
。

 （
改
良
住
宅
の
駐
車
場
使
用
料
）

　

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）
五
つ
の

改
良
住
宅
の
棟
間
利
用
の
駐
車
場
で

は
、
未
だ
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
多
く
の
住
民
は
、
駐
車
場
委
員

会
に
駐
車
料
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

使
用
料
を
徴
収
し
て
い
な
い
駐
車
場
に

つ
い
て
、
ど
う
住
民
に
説
明
し
、
不
適

切
と
見
な
さ
れ
か
ね
な
い
駐
車
場
委
員

会
の
運
営
に
つ
い
て
、
ど
う
指
導
し
て

い
か
れ
る
の
か
、
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

毛
利
信
二
副
市
長
（
答
弁
）
使
用
料

を
徴
収
し
て
い
な
い
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
理
解
と
共
感
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
各
駐
車
場
管
理
運
営
委
員
会
等

と
取
り
組
み
を
進
め
、
す
で
に
楽
只
地

域
に
お
い
て
は
、
本
年
四
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
使
用
料
が
納
付
さ
れ
、
そ
の
他

の
地
域
に
お
い
て
も
、
遅
く
と
も
平
成

十
九
年
四
月
か
ら
土
地
の
使
用
料
を
徴

収
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場
管

理
運
営
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

決
算
報
告
の
提
出
を
求
め
、
会
計
処
理

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
合
意
の
も
と
、
適
切
に
執
行
さ
れ

る
よ
う
指
導
し
て
参
り
ま
す
。

 （
京
都
駅
南
口
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
）

　

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）
長
い
間

低
未
利
用
地
で
あ
っ
た
松
下
電
器
工
場

跡
地
で
の
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
開

発
計
画
が
発
表
さ
れ
、
現
在
、
大
店
立

地
法
な
ど
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
開
発
計
画
を
契
機
と
し
て
、

本
地
区
の
将
来
的
な
発
展
の
た
め
、
春

日
公
園
の
環
境
改
善
を
す
る
こ
と
は
、

住
民
に
お
い
て
も
切
望
さ
れ
て
お
り
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
い
か
が
お
考
え
か
。

　

ま
た
、
本
開
発
計
画
の
現
状
及
び
開

発
に
よ
り
、
京
都
市
民
に
も
た
ら
さ
れ

る
効
果
と
来
店
者
増
加
に
伴
う
交
通
、

環
境
問
題
の
心
配
は
な
い
の
か
。
併
せ

て
、
東
寺
道
や
西
洞
院
通
等
の
再
整
備

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
も
適
切
な
対
策

を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
ご
見

解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
今
般
の
京

都
駅
南
口
周
辺
地
区
に
お
け
る
民
間
事

業
者
に
よ
る
開
発
計
画
は
、
す
で
に
計

画
内
容
や
事
業
主
体
も
確
定
し
、
現

在
、
開
発
許
可
等
の
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、
京
都
駅
南

口
に
お
け
る
南
北
自
由
通
路
に
接
続
す

る
歩
行
者
用
立
体
横
断
施
設
の
整
備

等
、
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
が
一
層
促
進

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

春
日
公
園
に
つ
い
て
は
、
本
地
区
に
あ

る
唯
一
の
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
緑
豊
か

で
、
ゆ
と
り
と
潤
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
都
心
の
オ
ア
シ
ス
と
な
る
よ

う
、
再
整
備
を
検
討
致
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
開
発
に
伴
い
、
現

在
、
東
行
き
一
方
通
行
の
東
寺
道
を
幅

員
十
三
㍍
以
上
に
、
北
行
き
一
方
通
行

の
西
洞
院
通
を
幅
員
十
二
㍍
以
上
に
そ

れ
ぞ
れ
拡
幅
し
、
両
側
に
歩
道
を
設
置

し
て
、
双
方
向
通
行
と
す
る
な
ど
、
環

境
面
や
安
全
面
に
も
配
慮
し
た
快
適
な

道
路
と
な
る
よ
う
、
開
発
事
業
者
を
強

く
指
導
し
て
参
り
ま
す
。

繁　

隆
夫
議
員
（
伏
見
区
）

（
眺
望
景
観
や
借
景
の
保
全
の
た
め
の

新
た
な
政
策
）

　

繁　

隆
夫
議
員
（
質
問
）
眺
望
景
観

や
借
景
の
保
全
の
た
め
の
新
た
な
条
例

が
世
界
遺
産
周
辺
な
ど
の
規
制
強
化
に

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま

す
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

高
さ
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
既
存
の
高

層
建
物
は
、
修
繕
も
で
き
な
い
と
の
声

も
聞
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

わ
れ
る
の
か
。
建
て
替
え
に
当
た
っ
て

の
財
政
支
援
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。ま

た
、
景
観
誘
導
型
許
可
制
度
と
は
、
ど

の
よ
う
な
制
度
な
の
か
。
今
後
、
い
つ

ま
で
に
ど
の
よ
う
に
市
民
に
説
明
し
、

意
見
を
求
め
て
行
く
の
か
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
京
都
ら
し

い
眺
望
景
観
や
借
景
の
保
全
の
た
め
、

本
市
独
自
の
新
条
例
を
制
定
し
、
例
え

ば
世
界
遺
産
等
の
周
辺
に
、
半
径
五
百

㍍
の
区
域
を
設
定
し
、
そ
の
区
域
内
の

建
物
が
世
界
遺
産
か
ら
の
眺
望
や
借
景

に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
建
築
物
の

高
さ
と
デ
ザ
イ
ン
を
一
体
的
に
規
制
し

ま
す
。
新
た
な
規
制
に
適
合
し
な
い
既

存
の
建
築
物
の
修
繕
や
補
強
工
事
は
可

能
で
す
が
、
新
基
準
に
お
け
る
円
滑
な

建
て
替
え
を
支
援
す
る
制
度
が
必
要
で

あ
り
、
国
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
建

て
替
え
に
際
し
て
の
助
成
制
度
の
創
設

等
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、景
観

の
向
上
に
貢
献
す
る
優
れ
た
建
築
計
画

や
公
共
公
益
施
設
な
ど
で
景
観
に
配
慮

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
高
さ
の
最

高
限
度
を
一
定
範
囲
超
え
る
こ
と
を
許

可
す
る
独
自
の
仕
組
も
設
け
ま
す
。
こ

の
許
可
は
、
計
画
案
の
事
前
周
知

や
建
築
主
に
よ
る
説
明
会
の
義
務

化
な
ど
、
審
査
の
公
平
性
や
透
明

性
を
確
保
し
た
仕
組
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
た
な
景
観
政
策
の

周
知
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
、
市
民
し
ん
ぶ

ん
に
よ
る
お
知
ら
せ
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
掲
載
、
市
役
所
や
各
区
役

所
等
で
の
案
の
閲
覧
、
さ
ら
に

は
、
す
べ
て
の
区
役
所
・
支
所
で

説
明
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
市
民

や
事
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得

て
参
り
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
案
を

整
理
し
た
上
、
二
月
市
会
で
関
連

す
る
条
例
を
お
諮
り
し
、
三
月
に

は
都
市
計
画
の
手
続
き
を
終
え
、

一
定
の
周
知
期
間
の
後
、
平
成
十

九
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
新

た
な
景
観
政
策
を
実
施
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
繁
議
員
の
質
問
３
面
に
続
く
）

市
民
に
ど
う
説
明
？

児
童
公
園
の
改
善
も

新条例の制定
規制どうなる
建て替え支援や高さ

眺
望
景
観
と
借
景
保
全
は

眺
望
景
観
と
借
景
保
全
は

眺
望
景
観
と
借
景
保
全
は

田
中
セ
ツ
子
議
員（
南
区
）

不
祥
事
根
絶
へ
の
風
土
を

不
祥
事
根
絶
へ
の
風
土
を

不
祥
事
根
絶
へ
の
風
土
を

上空から見る京都市南部方面

環
境
に
適
切
な
対
策

京
都
駅
南
の
ま
ち
づ
く
り
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米
飯
給
食
の
回
数
増

（
２
面
か
ら
繁
議
員
の
質
問
続
き
）

（
地
域
力
を
生
か
し
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
促
進
事
業
）

　

繁　

隆
夫
議
員
（
質
問
）
住
宅
火
災

か
ら
の
焼
死
者
防
止
の
決
め
手
と
し

て
、
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

が
、
本
年
六
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

私
は
昨
年
十
二
月
の
議
会
で
「
三
個
一

万
円
程
度
」
で
購
入
で
き
る
よ
う
な
地

域
の
取
り
組
み
を
市
が
支
援
す
べ
き
と

提
案
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
四

月
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
の
設
置
促
進

事
業
の
開
始
を
受
け
、
予
想
を
上
回
る

購
入
希
望
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
事
業
実
績
の
評
価
と
来

年
度
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
今
年
度

は
、
六
十
自
主
防
災
部
、
三
千
世
帯
の

購
入
希
望
を
ま
と
め
、
市
価
の
半
額
以

下
を
目
標
に
事
業
を
始
め
ま
し
た
が
、

予
想
を
上
回
る
購
入
希
望
が
あ
り
、
市

民
の
防
火
意
識
の
高
さ
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、
議
員
ご
提
案
の
三
個
一
万

円
と
い
う
水
準
は
十
分
に
達
成
で
き
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

本
市
貸
付
金
に
よ
る
大
量
一
括
購
入

は
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
も
の
と
考

え
、
引
き
続
き
、
地
域
力
を
生
か
し
た

共
同
購
入
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

（
食
育
の
充
実
と
米
飯
給
食
の
回
数
増
）

　

繁　

隆
夫
議
員
（
質
問
）
京
都
市
で

は
、
小
学
校
給
食
で
加
茂
な
す
な
ど
地

場
産
品
を
使
っ
た
地
産
地
消
が
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
正
し
い

食
習
慣
を
教
え
、
生
産
者
や
自
然
の
恵

み
に
感
謝
す
る
心
を
育
む
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
の
食
事
が
油
の

多
い
欧
米
型
に
偏
る
中
、
子
供
た
ち
が

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
和
食
に
親

し
む
機
会
と
し
て
米
飯
給
食
の
回
数
を

増
や
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

門
川
大
作
教
育
長
（
答
弁
）
日
本
食

の
魅
力
を
五
感
で
学
ぶ
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
基
に
「
日
本

料
理
に
学
ぶ
食
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を

今
年
度
中
に
策
定
し
、
全
校
の
取
り
組

み
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
現

在
週
三
回
の
米
飯
給
食
を
来
年
度
は
週

四
回
に
増
や
し
、
麦
ご
飯
を
増
や
す
と

と
も
に
玄
米
ご
飯
を
導
入
す
る
な
ど

し
、
今
後
と
も
教
育
の
根
本
と
も
い
え

る
食
育
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

田中セツ子議員の質問項目
１　抜本改革大綱の進捗状況と今後の取り組み

２　不祥事の根絶に向けた職場風土の変革

３　改良住宅の駐車場使用料の徴収

４　本市職員の市営住宅の家賃滞納の解消

５　京都駅南口周辺地区のまちづくり

６　西京極総合運動公園の再整備

７　バス路線ネットワークの維持方策

繁隆夫議員の質問項目
１　市税徴収率向上への取り組み

２　眺望景観や借景の保全のための新たな政策

３　実効性のあるテロ災害対策等

４　住宅用火災警報器の設置促進

５　いじめ問題への対応

６　食育の推進

中村三之助議員の質問項目
１　温室効果ガスの削減目標の達成

２　エコ燃料の普及拡大

３　有料指定袋制導入に伴う手数料収入の活用

４　京エコロジーセンターでの環境保全推進の取り組み

５　青少年の健全育成のためのシステムの構築

６　和装振興策「伝統産業の日」の事業拡大

７　上京区総合庁舎の整備

８　京都市歌の普及

９　京都市動物園の充実

　

十
一
月
定
例
市
会
本
会
議
代
表
質
問
は
十
一
月
二
十
一
日
に
行
な
わ
れ
、

自
由
民
主
党
市
会
議
員
団
か
ら
三
氏
が
に
立
ち
、
田
中
セ
ツ
子
議
員
（
南
区
）

は
七
項
目
、繁
隆
夫
議
員
（
伏
見
区
）
は
六
項
目
、中
村
三
之
助
議
員
（
上
京
区
）

は
九
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問
し
ま
し
た
。

（
エ
コ
燃
料
の
普
及
拡
大
）

 

中
村
三
之
助
議
員
（
質
問
）
環
境
先

進
都
市
京
都
と
し
て
、
大
気
中
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
を
増
加
さ
せ
な
い
、
バ

イ
オ
マ
ス
、
す
な
わ
ち
生
ゴ
ミ
な
ど
を

原
料
と
す
る
再
生
可
能
燃
料
「
エ
コ
燃

料
」
の
普
及
・
拡
大
の
取
り
組
み
を
、

重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
得
策

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
用
促
進
は
議
員
ご
指
摘
の
通

り
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
で
あ
る
と

と
も
に
、
京
都
市
の
循
環
型
社
会
の
構

築
推
進
に
向
け
て
も
極
め
て
重
要
な
施

策
で
あ
り
ま
す
。

　

生
ゴ
ミ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
や
、
木
材

の
液
体
燃
料
化
な
ど
を
目
指
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
の
基
本
的
な
考
え
方
を

今
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
本

市
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
利
用
に
よ
る

地
域
循
環
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
の
取
り

組
み
に
積
極
的
に
生
か
す
と
と
も
に
、

国
・
大
学
と
連
携
し
て
、
本
市
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
全
国
へ
普
及
拡
大
し

て
参
り
ま
す
。

（
伝
統
産
業
の
日
の
事
業
拡
大
）

　

中
村
三
之
助
議
員
（
質
問
）
「
伝
統

産
業
の
日
」
事
業
に
お
い
て
、
特
に
和

装
振
興
を
考
え
る
時
、
着
物
着
用
者
を

増
や
す
た
め
に
は
、
「
着
付
け
お
助
け

店
舗
」
「
着
崩
れ
お
助
け
店
舗
」
な
ど

の
ほ
か
に
、
新
規
「
か
た
づ
け
お
助
け

店
舗
」
や
こ
れ
を
機
に
自
分
で
支
度
を

し
よ
う
と
思
う
き
っ
か
け
を
つ
く
る

「
手
軽
な
気
付
け
・
か
た
づ
け
講
習

会
」
の
開
催
や
「
和
装
な
ん
で
も
相
談

窓
口
」
を
設
け
る
な
ど
の
更
な
る
取
り

組
み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
女
性
を
対
象
に
考
え
、
取
り
組
ま

れ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
、
男
性
も
視
野
に
入
れ
、
男
性
の
気

付
け
教
室
、
ま
た
着
物
姿
の
男
性
、
さ

ら
に
若
者
の
男
性
へ
の
特
典
な
ど
を
考

え
て
い
く
事
が
更
な
る
事
業
拡
大
の
き

り
口
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
今
年
度
も

き
も
の
の
似
合
う
ま
ち
・
京
都
を
舞
台

に
京
都
の
伝
統
産
業
の
魅
力
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

春
の
京
都
を
着
物
姿
で
彩
る
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
ご

指
摘
の
男
性
に
着
目
し
た
取
り
組
み
や

着
物
に
関
す
る
講
習
会
、
相
談
窓
口
を

設
け
て
は
と
い
う
ご
提
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く

に
当
た
っ
て
、
業
界
団
体
と
も
協
議
・

連
携
し
な
が
ら
、
可
能
な
も
の
か
ら
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
上
京
区
総
合
庁
舎
の
整
備
）

 

中
村
三
之
助
議
員
（
質
問
）
築
後
六

十
九
年
、
狭
隘
な
老
朽
上
京
区
役
所
の

総
合
庁
舎
整
備
で
す
が
、
上
京
区
政
百

三
十
周
年
を
迎
え
る
二
十
一
年
度
に
、

実
施
計
画
策
定
と
な
る
よ
う
百
三
十
周

年
記
念
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
た
く

存
じ
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
現
在
、
現

庁
舎
敷
地
で
の
建
て
替
え
を
基
本
に
、

周
辺
敷
地
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
議
員
ご

提
案
の
上
京
区
政
百
三
十
周
年
を
迎
え

る
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
に
遅
く
と

も
、
基
本
計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 

（
京
都
市
動
物
園
の
充
実
）　

　

中
村
三
之
助
議
員
（
質
問
）
京
都
市

動
物
園
も
、
他
園
の
い
い
取
り
組
み
は

大
い
に
研
究
し
て
生
か
し
て
、
そ
し

て
、
岡
崎
周
辺
の
観
光
地
と
し
て
の
特

色
を
生
か
し
た
、
京
都
ら
し
い
都
市
型

動
物
園
に
向
け
、
ま
ず
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
十
カ
年
整
備
計
画
を
策
定
す
る
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
提
案
致
し
ま
す
。
ま
た
、
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
の
創
設
、
京
都
市
美
術
館
の

常
設
展
示
パ
ス
ポ
ー
ト
も
創
設
し
、
そ

し
て
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
も
創
っ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
夜
間
開
園
の
取
り
組
み
、
さ
ら

に
、
生
ま
れ
た
動
物
の
子
供
を
公
開

し
、
そ
の
子
の
育
て
の
親
に
な
っ
て
い

た
だ
き
餌
代
を
い
た
だ
く
「
育
て
の
親

制
度
」
を
創
設
し
募
集
す
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
育
て
の
親

へ
は
、
月
一
回
子
ど
も
の
成
長
通
信
が

届
き
、
ま
た
実
際
に
餌
を
あ
げ
ら
れ
る

機
会
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
結

構
、
応
募
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

い
か
が
で
す
か
。

　

星
川
茂
一
副
市
長
（
答
弁
）
た
だ
今

議
員
か
ら
様
々
な
ご
提
案
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
京
都
市
動
物
園
が
今
後
よ

り
一
層
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
動
物
園
と
な
る
よ

う
、
本
市
職
員
と
動
物
園
に
関
わ
る

方
々
に
よ
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
に
わ
た
っ
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
動
物
園
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

議
論
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

動
物
園
の
再
整
備
を

総
合
庁
舎
計
画
急
ぐ

和
装
な
ん
で
も
相
談

警
報
器
購
入
を
支
援

中
村
三
之
助
議
員（
上
京
区
）

「
き
も
の
の
似
合
う
ま
ち
・
京
都
」
の
和
装
振
興
に
は
多
彩
な
取
り
組
み
が
必
要

「
エ
コ
燃
料
」の
推
進
を

「
エ
コ
燃
料
」の
推
進
を

「
エ
コ
燃
料
」の
推
進
を

伝統産業の日
多彩な事業で
きもの振興、男性にも

代
表
質
問
　

月
市
会
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亥

下京区

中京区

上京区

北区

右京区

西京区
南区

山科区

伏見区

左京区

東
山
区

自由民主党京都市会議員団ニュース第18号 平成19年1月1日（４）

古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

謹んで新春のお慶びを申し上げます

自民党
市会議員団

加地　浩 小林正明

まきのわたる 青木ヨシオ

うつみ貴夫 磯辺とし子

富きくお西脇尚一

ムクダ知雄田中セツ子

井上与一郎

北川あきら

田中ひでゆき

中村やすろう

ーーーーーー左京区ーーーーーーーーーーーー右京区ーーーーーー

ーーーーーー北区ーーーーーー ーーーーーー東山区ーーーーーー

ー山科区ーー下京区ー

ーーーーーー伏見区ーーーーーー

ーーーーーー南区ーーーーーーーーーーーー西京区ーーーーーー

高橋泰一朗しげ隆夫

橋村芳和中川かずお

ー中京区ー

ーーーーーー上京区ーーーーーー

かとう盛司

津田大三

中村三之助寺田一博 国枝克一郎

弁
士　

小
林
正
明

弁
士　

加
地　

浩

弁
士　

中
村
三
之
助

弁
士　

寺
田
か
ず
ひ
ろ

弁
士　

ま
き
の
わ
た
る

弁
士　

大
西
ひ
と
し

弁
士　

青
木
か
つ
ゆ
き

弁
士　

か
と
う
盛
司

弁
士　

津
田
大
三

弁
士　

磯
辺
と
し
子

弁
士　

う
つ
み
貴
夫

弁
士　

富
き
く
お

弁
士　

𠮷
井
あ
き
ら

弁
士　

西
脇
尚
一

弁
士　

ム
ク
ダ
知
雄

弁
士　

田
中
セ
ツ
子

弁
士　

井
上
与
一
郎

弁
士　

田
中
ひ
で
ゆ
き

弁
士　

山
元
あ
き

弁
士　

西
村
よ
し
な
お

弁
士　

田
中
あ
き
ひ
で

弁
士　

森
川
ひ
さ
し

弁
士　

高
橋
泰
一
朗

弁
士　

し
げ
隆
夫

弁
士　

橋
村
芳
和

弁
士　

中
川
か
ず
お

自民党市議団　街頭演説 1月27日～2月10日

平成19年（2007）

平成19年の市政を展望
北区

白梅町
嵐電前など

上京区

千本今出川
など

中京区

四条大宮
など

東山区

祇園石段下
など

山科区

山科駅ヒカ
リヤ前など

下京区

五条大宮西入
南側など

南区

近鉄東寺
駅前など

右京区

西院駅前
など

西京区

桂駅西口
など

伏見区

大手筋三菱東京ＵＦＪ
銀行前など

左京区

出町柳
など

（京都一円予定）


